	開催日時
	平成23年11月9日（水）午後７時から午後９時５分　　　　天気　くもり

	場所
	中央公民館

	町民参加者
	男27人　女７人（40代以下　５人、50代　６人、60代以上　23人）　　計34人

	町出席者
	町長、副町長、教育長、政策秘書課長、企画財政課長、総務防災課長、議会事務局長、健康づくり課長、定住対策室長、事務局２人



会場で出された主な意見や提案
≪テーマ：防災対策≫
○町の防災対策の説明の中で、各自３日分の飲料水の確保をする必要があるとのことだが、東日本大震災のような災害が発生すると、１週間から10日は物資が流通しなくなる恐れがある。７日から10日分に改めたらどうか。また、１週間も乾パンで過ごすのは酷なので、流通備蓄を考えたらどうか。
○地域的に場所が狭く、防災訓練をできる場所がなくて苦慮している。
○災害時の復旧対策として、町外の自治体との協定は考えているとのことだが、まず町内の土木業者や建築、水道業者との協定や連絡体制を整備する必要があると考える。
○応急危険度判定士の活用について。
○万随地区の一時避難場所が山北幼稚園となっているが、土・日・夜間は門扉が施錠されている。
○一時避難場所や広域避難場所があり、最終的には中央公民館に参集することになるが、高齢化が進んでいてあちらこちらに移動することが難しい。
○停電時などの非常用電源について、中央公民館は何時間程度もつのか。
○防災計画について、国の方針が出た後ではなく、町のほうから積極的に発信していくべきではないか。
≪テーマ：山北駅北側整備計画について≫
○現実として、町内の空き地やアパートの空家が増えている。その辺りとの兼ね合いはどうなのか。
○過去に東名高速が出来、山北は国に貢献したと考えているのに、山北は通過するだけ。むしろ寒
い時期になると、東名高速の汚れた空気が下側（駅周辺）に降りてくる。水源環境の問題にして
も、県が事業をやっているが、町へのメリットがわからない。
○山北駅前の活性化を考えるときには、従来の商店をすべて活かすことを考えてもらいたい。
○整備計画地前の町道１号線の拡幅イメージは。また、３メートルの歩道ならば自転車の通行が可
能という話を聞いたことがある。
○山北のような田舎で、ＰＦＩ方式で上手くいくのか。
○計画地に住まれている地権者には、どの程度まで話がされているのか。
○町営住宅建設に伴う返済金額や維持管理費に対してペイできるのか。町税を使うことはないよう
にしていただきたい。
≪テーマ：その他≫
○清水地区のふれあいビレッジについては、度々水害を受けている。
○駅前駐輪場の防犯灯の設置位置について。
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